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ベルリンの２つの図書館
■

加 来 祥 男

経済や社会のあり方が大きく変わり、情報技術が

急速に進歩するなかで、学問の手法にも種々の変化

がみられます。けれども、古い資料や文献と向きあ

うという勉強も、勉強の１つのあり方としては依然

として意味を失ってはいない、と私は思っています。

そうした者にとっては、わが国でも図書館間で相互

貸借や文献複写の便宜をはかってもらえるように

なってきたことは、有難いことです。ただ、「利用よ

りも管理」という考えが前面に出ることもままみら

れるように感じられ、手続の繁雑さや種々の制約な

ど、まだまだ改善していくべきことも多く残されて

いるのではないか、というのが率直な感想です。と

くに本年４月にベルリンで文献を渉猟し、収集する

機会を与えられた折には、ドイツの図書館システム

の便利さ、使い勝手のよさを改めて感じさせられま

した。ここでは、その一端を書きつけてみましょう。

第１次世界大戦期のドイツで、戦時社会政策がど

のように展開したのかを首都ベルリンの事例に即し

て考察したいと考えている私がまず訪ねたのは、ベ

ルリン市政府図書館（die Senatsbibliothek）でした。

ベルリン入りに先立って会ったジーゲン大学ロイ

レッケ教授のアドバイスによるものでした。ベルリ

ン市政府図書館は、ベルリンを東西に貫通する６月

１７日通りに面したエルンスト・ロイター・ハウス

（das Ernst Reuter Haus）のなかにあります。ベルリ

ン市長を務めたことのある人物の名前を冠したこの

建物には、都市研究の機関や地方自治体の連合組織

も入っています。そこへ行ってみると、パスポート

を提示し、ベルリンでの所属と住所を知らせただけ

で、直ちに利用証が発行され、それによって、館内

の利用だけでなく貸出も可能とされました。利用者

一般に対する信頼が高いのでしょうが、その開放性

は驚きでした。コンピューターで検索して閲覧した

い文献を示すと（これはコンピューターを通しても
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申込用紙に記入しても可）、約２０分後にはそれを受

け取ることができます。その１部は館内で閲覧して

必要部分をコピーし、また１部は借り出してマイク

ロフィルムに取ることができました。

この図書館はとても利用しやすいのですが、開館

時間が短く、所蔵図書が限られているのが難点です。

その点では、国立図書館（die Staatsbibliothek zu Ber-

lin）は抜群です。

これは、ウンター・デン・リンデンの、フンボルト

大学に隣接する第１館とベルリン再開発の中心とも

いうべきポツダム広場に近い第２館との２つの建物

からなり、開館時間は平日で９～２１時、土曜日は第

１館が９～１７時、第２館は９～１９時です。この図書

館の起源は１６６１年で、蔵書数は書籍・雑誌で９百万

冊（その他に手書き文書やフィルム類の所蔵が１千

万点）だということです。ここへは、１マルクの１

日券を購入すれば誰でも入館できますが（２つの館

に共通）、これだと開架の図書利用に限られます。書

庫にある図書を

閲覧しようとす

れば、パスポー

トを提示し、５

マルクの７日券

を購入して、閲

覧証を作っても

らわねばなりま

せん。でも、それ

だけの手続きで、

閲覧証は即座に

入手できます。

コンピュー

ターのならぶ検

索 室 でBerlin

OPAC によってお目当ての文献を探し、申込用紙に

必要事項を記入して提出しておけば、およそ２時間

後に、別の館にある本の場合でも翌日には、それを

閲覧できます。日本にいて題名だけしか知ることの

できなかった文献を手にしたときには、それなりの

充実感を味わうことができました。そして、仕事の

後は、心地よい疲労感を感じながら、筋向のオペラ

ハウスで歌劇をみたり、クーダムに出てドイツでは

最高級のデパートといわれるカー・デー・ヴェー最

上階まで上がって白ワインで生牡蠣を味わえば、１

日の締めくくりとしてはいうことありません。

うえに書いたことといくらか矛盾するようでもあ

りますが、ベルリンでいろいろの文献を検索しなが

ら、日本の、あるいはもっと狭くいって九大の蔵書

も捨てたものではない、とも感じました。ベルリン

の図書館は、２度の大戦で多くの蔵書を失いました。

検索していても、「戦争で喪失」という注記に度々

出会いました。そういう点では、ドイツの図書館が

戦争で失ったものを日本の図書館が持っているとい

うことも珍しくないのです。私が専攻している１９、

２０世紀のドイツ経済・経営史についていえば、かな

りのところまでは日本にある図書で勉強することが

できる、という感想を持ちましたし、日本の図書館

をもっと大事にしなければ、とも思いました。

（かく さちお 大学院経済学研究院教授）

国立図書館前にて

ベルリン市政府図書館の外観 ベルリン市政府図書館の利用証

国立図書館の閲覧証
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日日 下下 みみどどりり

漫漫画画学学ここととははじじめめ

〇新しい学問を始めるには

社会は発展しており、今までにない物が数多く出

現している。最近映画はようやく学問として認めら

れ、アメリカの大学では研究や授業がおこなわれて

いる。変化の激しい現代社会では、従来にない新し

いものがぞくぞくと現われているが、こういったも

のを研究し、学問として確立するにはどうしたらよ

いのだろうか。

例えば「漫画」を例にとって考えてみよう。ここ、

九州大学比較社会文化研究院の先生方の間で「漫画

の研究を本格的にやりたい」と言う話が持ちあがっ

た。ゼロからの出発である。新しい学問を確立する

には一体どうすればよいのだろうか。

まず、研究に必要なのは研究者と資料。研究者は

自分たちがなれば良いとして、問題は資料。これは

図書館の協力が無ければどうしようもない。心配し

たが幸い六本松図書館の協力を得ることができ、ブ

ラウジングルームに漫画を入れてもらえる事になっ

た（ここには以前から漫画も置いてあった）。読書

室の一角に書架を入れて、購入した２千冊あまりを

配備してもらってなんとか形をつけることができた。

しかし、これがこれから先どれだけ増えるかと思う

と空恐ろしいような気になった。あと、個人の先生

方が持っている貴重書（「COM」の創刊号からのセッ

トなど）はここに置くわけにはいかないため、それ

をどうするかもこれから解決してゆかねばならない

課題である。

〇教育と人材養成―まず教科書を

研究は研究者と資料があればできるが、大学には

あと一つ大事な役目がある。「教育」である。若い

研究者を養成してゆかねば未来はない。それはまた、

大学の大事な社会的責任でもある。それにはきちん

とした授業が必要だが、仲間の先生方も私も全員漫

画では素人ばかり。何をどう教えたら良いのか見当

もつかない。そこで、まず教科書を作ることにした。

漫画を使ってこういうこともできますよ、というサ

ンプルのつもりでテキストを書いたのが『漫画学の

ススメ』（白帝社）である。準備に二年かかったが、

在外研究で上海に十ヶ月滞在できたことも幸いし、

本の第�章に「中国語圏漫画の現在」の章を加える
ことができた。まとまった中国語圏漫画研究として

は日本で初めてのものであろう。

これで何とか授業を始めるめどがつき、この四月

から「漫画学講座」を開くことにした。「人材」の

確保が大事であるが、ふたを開けてみると、留学生

を始め意欲的な九人の学生が集まり、ほっと胸をな

でおろしたものであった。

〇成果をあげる―社会的容認を

「漫画学」はようやく始まったばかりである。こ

れからは社会の容認を得る（まだ「漫画学」などと

いっても誰にも相手にされないだろう）ことが肝心

であるが、それには成果をあげねばならない。毎年

少しづつでも、本なり論文なりを出して成果を社会

に還元してゆく（他の研究者が使えるような資料の

大学院比較社会文化研究院 日下みどり教授 漫画学講座の学生たちと
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整理、論文の発表を行う）ことが大事であるが、こ

れについては夏休み明けの学生のレポートにも「台

湾少女漫画白書」や「漫画の中の大阪弁」（日本語

研究の学生による）など、レベルの高いものが出て

きており、大いに自信を深めているところである。

まずは上々の滑り出しといえるだろう。

あと一つ、研究に大事なものがある。「研究の意

義」であるが、もうそれはここに書く必要は無いだ

ろう。日本はすでに小さいときから漫画を読んで

育った「手塚治虫の子供たち」が人口の大半を占め

るようになったのだから。

（くさか みどり 大学院比較社会文化研究院教授）

※図書館から：六本松分館では漫画及び漫画論を

「日本十進分類法 第９版」により分類、配架し

ています。漫画は館内閲覧のみです。

７２６ 漫画、挿絵、童画 Caricatures, Illustration

７２６．１ 漫画、劇画、風刺画──ブラウジングルー

ム配架

７２６．１０１漫画・劇画論、風刺画論──開架室配架

電子ジャーナルの紹介
２００１年から購読する電子ジャーナルのリストです。これらは、学内自然科学系部局間での重複購読の調整

に伴い導入されたもので、KITE に接続した端末から利用できます。

出版社への登録作業が完了し利用が可能になったものから随時「電子ジャーナル」のページで案内します

ので、どうぞご利用ください。

なお、利用方法などがわからない場合は、最寄の図書館・室か、「電子ジャーナル」のページにあるメー

ルアドレスにお問い合わせください。

末筆ながら、重複調整にご尽力いただいた先生方に感謝の意を表します。

（情報管理課雑誌情報掛）

１ ACM computing surveys（中央図書館）

２ ACM transactions on computer systems / Association for Computing（中央図書館）

３ ACM transactions on database systems（中央図書館）

４ ACM transactions on graphics（中央図書館）

５ ACM transactions on information systems（中央図書館）

６ ACM transactions on mathematical software（中央図書館）

７ ACM transactions on programming languages and systems（中央図書館）

８ Accounts of chemical research（中央図書館）

９ Acta informatica（中央図書館）

１０ Acta physiologica Scandinavica（医学分館）

１１ Algorithmica（中央図書館）

１２ American heart journal / American Heart Association（医学分館）

１３ American journal of clinical nutrition（中央図書館）

１４ American journal of obstetrics and gynecology（医学分館）

１５ American journal of pathology（医学分館）

１６ American journal of physiology（医学分館）

１７ Analyst / Royal Society of Chemistry（中央図書館）

１８ Analytical chemistry（中央図書館）

１９ Annals of combinatorics（数理学）
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２０ Applied physics letters（中央図書館）

２１ Applied spectroscopy（中央図書館）

２２ Archiv der Mathematik / herausgegeben vom Mathematischen Forshungsinstitut, Ober...（数理学）

２３ Archive for rational mechanics and analysis（数理学）

２４ Arteriosclerosis, thrombosis, and vascular biology（医学分館）

２５ BMJ : British medical journal / British Medical Association（医学分館）

２６ Biochemical journal / Biochemical Society（医学分館）

２７ Biochemistry / American Chemical Society（中央図書館）

２８ Biochemistry and cell biology（医学分館）

２９ Biophysical journal / the Biophysical Society（医学分館）

３０ Boundary-layer meteorology（筑紫分館）

３１ British journal of clinical pharmacology / the British Pharmacological Society（医学分館）

３２ British journal of haematology（医学分館）

３３ British journal of surgery（医学分館）

３４ Bulletin of the London Mathematical Society（数理学）

３５ Bulletin of volcanology / International Association of Volcanology and Chemistry（工・資源工学）

３６ Calcified tissue international（医学分館）

３７ Calculus of variations and partial differential equations（数理学）

３８ Canadian geotechnical journal（農学／工学）

３９ Canadian journal of physiology and pharmacology（医学分館）

４０ Cell and tissue research（医学分館）

４１ Chemical Society reviews（中央図書館）

４２ Chemical communications : chem comm / the Royal Society of Chemistry（中央図書館）

４３ Chemical reviews（中央図書館）

４４ Circulation / American Heart Association（医学分館）

４５ Circulation research / American Heart Association（医学分館）

４６ Clinical pharmacokinetics（医学分館）

４７ Colloid and polymer science : official journal of the Kolloid-Gesellschaft（中央図書館）

４８ Commentarii mathematici Helvetici / Societate Mathematica Helvetica in Aedibus（数理学）

４９ Communications in mathematical physics（数理学）

５０ Communications of the ACM / Association for Computing Machinery（中央図書館）

５１ Complex variables theory and application（数理学）

５２ Compositio mathematica（数理学）

５３ Computational complexity（中央図書館）

５４ Current eye research（医学分館）

５５ Dalton transactions : an international journal of inorganic chemistry（中央図書館）

５６ Development（医学分館）

５７ Distributed computing（中央図書館）

５８ Drug safety : an international journal of medical toxicology and drug experience（医学分館）

５９ Ergodic theory and dynamical systems（数理学）

６０ European journal of biochemistry（医学分館）
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６１ European journal of clinical pharmacology（医学分館）

６２ Experiments in fluids（工・図書室）

６３ Faraday discussions（中央図書館）

６４ Geology today（中央図書館）

６５ Geophysical journal international（工・資源工学）

６６ Geotechnique / the Institution of Civil Engineers（農学／工学）

６７ Headache（医学分館）

６８ Heat transfer engineering（中央図書館）

６９ Histopathology / British Division of the International Academy of Pathology（医学分館）

７０ Immunogenetics（医学分館）

７１ Immunology / British Society for Immunology（医学分館）

７２ Industrial & engineering chemistry research（中央図書館）

７３ Inorganic chemistry（中央図書館）

７４ International journal of fracture（工・図書室）

７５ International journal of modern physics. A, Particles and fields, ...（中央図書館）

７６ International journal of parallel programming（中央図書館）

７７ International journal of water resources development（中央図書館）

７８ Inventiones mathematicae（数理学）

７９ Izvestiya. Mathematics（数理学）

８０ Japanese economic review / Japan Association of Economics and Econometrics（農学部）

８１ Journal of algebraic combinatorics : an international journal（数理学）

８２ Journal of anatomy（医学分館）

８３ Journal of applied meteorology / American Meteorological Society（中央図書館）

８４ Journal of applied physics（応研）

８５ Journal of applied physiology（医学分館）

８６ Journal of automated reasoning（中央図書館）

８７ Journal of biological chemistry（医学分館）

８８ Journal of cell science（医学分館）

８９ Journal of chemical education（中央図書館）

９０ Journal of chemical physics（中央図書館）

９１ Journal of chemical research-Synopses（中央図書館）

９２ Journal of climate / American Meteorological Society（中央図書館）

９３ Journal of clinical investigation（医学分館）

９４ Journal of composites for construction（工・図書室）

９５ Journal of construction engineering and management（工・図書室）

９６ Journal of endocrinology（医学分館）

９７ Journal of engineering mathematics（応研）

９８ Journal of engineering mechanics / American Society of Civil Engineers. Engineer（工・図書室）

９９ Journal of environmental engineering（中央図書館）

１００ Journal of fluid mechanics（中央図書館）

１０１ Journal of histochemistry and cytochemistry（医学分館）
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１０２ Journal of hydraulic engineering（中央図書館）

１０３ Journal of lipid research : JLR（中央図書館）

１０４ Journal of materials science（中央図書館）

１０５ Journal of materials science letters（中央図書館）

１０６ Journal of materials science. Materials in electronics（中央図書館）

１０７ Journal of mathematical physics（中央図書館）

１０８ Journal of medicinal chemistry（医学分館）

１０９ Journal of neurophysiology（医学分館）

１１０ Journal of oral rehabilitation（医学分館）

１１１ Journal of organic chemistry（中央図書館）

１１２ Journal of peptide research（医学分館）

１１３ Journal of pharmacology and experimental therapeutics（医学分館）

１１４ Journal of physical chemistry. A（中央図書館）

１１５ Journal of physical chemistry. B（中央図書館）

１１６ Journal of physical oceanography / American Meteorological Society（応研）

１１７ Journal of physics. Condensed matter（中央図書館）

１１８ Journal of statistical physics（中央図書館）

１１９ Journal of structural engineering（工・図書室）

１２０ Journal of the Acoustical Society of America（中央図書館）

１２１ Journal of the American Chemical Society / American Chemical Soc（中央図書館）

１２２ Journal of the Association for Computing Machinery（中央図書館）

１２３ Journal of the London Mathematical Society. Ser. 2（数理学）

１２４ Journal of the Optical Society of America. A, Optics, image science, and vision（中央図書館）

１２５ Journal of the Optical Society of America. B, Optical physics（中央図書館）

１２６ Journal of the Royal Statistical Society. Series A, Statistics in society（中央図書館）

１２７ Journal of the Royal Statistical Society. Series B, Statistical Methodology（中央図書館）

１２８ Journal of the Royal Statistical Society. Series C, Applied statistics（中央図書館）

１２９ Journal of the atmospheric sciences / the American Meteorological Society（中央図書館）

１３０ Journal of waterway, port, coastal, and ocean engineering / American Society...（工・水工土木）

１３１ Langmuir : the ACS journal of surfaces and colloids / American Chemical Society（中央図書館）

１３２ Letters in mathematical physics（数理学）

１３３ Macromolecules : a publication of the American Chemical Society（中央図書館）

１３４ Magazine of concrete research / Cement & Concrete Association（工・図書室）

１３５ Mammalian genome（医学分館）

１３６ Manuscripta mathematica（数理学）

１３７ Marine georesources & geotechnology（中央図書館）

１３８ Mathematical proceedings of the Cambridge Philosophical Society / Cambridge...（中央図書館）

１３９ Mathematische Annalen（数理学）

１４０ Mathematische Zeitschrift（数理学）

１４１ Medical physics（医学分館）

１４２ Molecular and cellular biochemistry : an international journal（中央図書館）
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１４３ Molecular and general genetics : MGG（中央図書館）

１４４ Molecular biology of the cell（医学分館）

１４５ Monthly weather review / United States Department of Agriculture, Weather Bureau（中央図書館）

１４６ Mycological research / British Mycological Society（中央図書館）

１４７ Nonlinearity（数理学）

１４８ Numerical heat transfer. Part A. Applications（中央図書館）

１４９ Numerical heat transfer. Part B. Fundamentals（中央図書館）

１５０ Numerische Mathematik（中央図書館）

１５１ Oncogene（医学分館）

１５２ Organic letters（中央図書館）

１５３ Perkin transactions. 1（中央図書館）

１５４ Perkin transactions. 2 : an international journal of physical organic chemistry（中央図書館）

１５５ Philosophical magazine letters（筑紫分館）

１５６ Philosophical magazine. A, Physics of condensed matter, defects and...（医学分館）

１５７ Philosophical magazine. B, Physics of condensed matter, structural, ...（筑紫分館）

１５８ Physical chemistry chemical physics（中央図書館）

１５９ Physical review letters / American Physical Society（中央図書館）

１６０ Physical review. Ser. 3. A, Atomic, molecular, and optical physics（中央図書館）

１６１ Physical review. Ser. 3. B, Condensed matter and materials physics（中央図書館）

１６２ Physical review. Ser. 3. C, Nuclear physics（中央図書館）

１６３ Physical review. Ser. 3. D, Particles and fields（中央図書館）

１６４ Physical review. Ser. 3. E, Statistical physics, plasmas, fluids, and...（応研）

１６５ Physics and chemistry of minerals / International Mineralogical Association...（中央図書館）

１６６ Physics of fluids（中央図書館）

１６７ Plant cell（中央図書館）

１６８ Plant cell reports（中央図書館）

１６９ Plant physiology（中央図書館）

１７０ Plant, cell and environment（中央図書館）

１７１ Plasma physics and controlled fusion（応研）

１７２ Probability theory and related fields（数理学）

１７３ Proceedings of the Institution of Civil Engineers. Civil engineering（工・図書室）

１７４ Proceedings of the Institution of Civil Engineers. Structures and buildings（工・図書室）

１７５ Proceedings of the London Mathematical Society. Ser. 3（数理学）

１７６ Proceedings of the Royal Society of London. Series B, Biological sciences（医学分館）

１７７ Proceedings. Mathematical, physical and engineering sciences（工・船舶海洋）

１７８ Psychophysiology / Society for Psychophysiological Research（医学分館）

１７９ Ramanujan journal（数理学）

１８０ Reports on progress in physics（中央図書館）

１８１ Review of scientific instruments（応研）

１８２ Reviews of modern physics / American Physical Society（中央図書館）

１８３ Russian mathematical surveys（数理学）
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１８４ SIAM journal on applied mathematics / Society for Industrial and Applied...（中央図書館）

１８５ SIAM journal on computing / Society for industrial and Applied Mathematics（中央図書館）

１８６ SIAM journal on control and optimization / Society for Industrial and...（中央図書館）

１８７ SIAM journal on discrete mathematics（中央図書館）

１８８ SIAM journal on mathematical analysis / Society for Industrial and Applied...（数理学）

１８９ SIAM journal on matrix analysis and applications（中央図書館）

１９０ SIAM journal on numerical analysis / Society for Industrial and Applied...（中央図書館）

１９１ SIAM journal on scientific computing / Society for Industrial and Applied...（中央図書館）

１９２ SIAM review / Society for Industrial and Applied Mathematics（中央図書館）

１９３ Sbornik. Mathematics（数理学）

１９４ Selecta mathematica. New series（数理学）

１９５ Shock waves : international journal（中央図書館）

１９６ Stochastics and stochastics reports（数理学）

１９７ Studies in applied mathematics / Massachusetts Institute of Technology（中央図書館）

１９８ Theory of probability and its applications（数理学）

１９９ Vox sanguinis. N.S. / Societe Internationale de Transfusion Sanguine（医学分館）

（ ）内は、冊子体の配架場所。

「昭和２８年西日本大水害資料」について

昭和２８年という年は、全国的に風水害が多い年で６月初めに台風第２号（ジュディ台風）が上陸、

これに伴い梅雨前線が活発化して北上し、６月２５日の早朝から降り始めた雨は２９日までの４日間で

明治２４年以来６１年ぶりという大豪雨となり、西日本各地に甚大な被害をもたらしました。九州・山

口各県で死者７５９名、負傷者２，７７５名、行方不明２４２名、建物全壊３，４４１戸、流失２，４９３戸、半壊１２，０１８

戸、被害総額２，１００億円を越えるという大災害でした。（国家地方警察福岡管区本部調）

九州大学でも直ちに、九州大学災害調査連絡委員会が設置され、この委員会の決定に基づき附属

図書館で水害資料を収集することになりました。附属図書館では、各地で復興作業が進む中、水害

後の７月３０日から水害総合調査研究資料収集のため、西日本地区各県の県庁・市役所・教育委員会

や新聞社等を訪ね協力を依頼し、翌年の６月まで資料収集を続けました。

このたび、これらの資料を「昭和２８年西日本大水害資料」として整理しましたのでお知らせいた

します。福岡・佐賀・熊本・大分・長崎各県の復旧対策計画書等の印刷物１２４点（新聞・号外は除

く）、水害・復興記録写真３，７０４枚から成り、当時の職員が足を使って収集に努めた貴重なものばか

りです。

同資料は貴重書庫に保管し、冊子体目録は参考調査掛に備え付けています。また、印刷物につい

てはOPACで検索もできます。長く埋もれていましたが、今は多くの方々の目に触れられる事を

これらの資料も願っていると思いますのでどうぞご利用下さい。

（情報管理課図書情報第一掛）
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学 内 ト ピ ッ ク ス

新ＯＰＡＣ（蔵書検索）サービス開始

平成１２年１２月１日より図書館システムを更新し、新ＯＰＡＣ（蔵書検索）サービスの提供を開始しました。

新ＯＰＡＣは旧ＯＰＡＣに比べて、検索速度が格段に向上しています。また、今まで検索できなかった漢字

形のタイトルの一部（「日本」、「文学」など）からでも検索できる等、機能も向上していますのでぜひご利

用ください。 （情報システム課）

新ＯＰＡＣのＵＲＬ http : //www.lib.kyushu-u.ac.jp/opac/index-1.html

平成１２年度NACSIS-IR 地域利用説明会を開催

附属図書館では２階情報サロン（端末数４０台）にお

いて、平成１２年９月１日�にNACSIS-IR 地域利用説
明会を開催した。この説明会は国立情報学研究所（旧

学術情報センター）との共催で、Web 版の NACSIS-IR

が平成１２年１月から本格的にスタートしたことをうけ

て開かれたものである。

参加対象者はNACSIS-IR 登録者、利用者でNACSIS

-IR の概要や基本的な使い方を知りたい教職員・図書

館職員等であった。今回から説明者、実習補助者は本

学の図書館職員が担当し、国立情報学研究所からはテ

キスト、問題集などの作成や当日の説明会実施についての助言等をいただいた。参加者数は２１名（九大９名）

で１３時３０分から１６時３０分の予定でNACSIS-IR の概要説明、基本的な検索方法（簡単検索・複合検索）、練

習問題による実習などを行った。 （情報サービス課）

NACSIS-IR 地域利用説明会
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ＯＶＩＤデータベースの利用について
－Current Contents. MEDLINE. ERIC 等の利用手続き－

附属図書館が学内 LANを利用して提供しているOVID CDサーバ・データベース検索サービスは、利用

者のみなさまに利用登録という形で経費の一部負担をお願いしています。

今後とも、これらデータベース検索サービスの安定運用のため、本学教官・研究者のみなさまに可能な限

りのデータベース利用登録をお願いいたします。

つきましては、下記のとおり利用申請を受け付けていますので、新たに利用登録を希望される場合は情報

サービス課参考調査掛まで「利用申請書」でお申し込みください。（利用申請書は九州大学附属図書館ホー

ムページからも入手できます）

図書館ホームページ：http : //www.lib.kyushu-u.ac.jp/index-j.html

記

１．利用資格

本学教職員

大学院生及び学生（ただし、教職員の申請したユーザー IDでの利用）

２．利用申請

�利用に当たっては利用申請による IDの取得が必要です。
ただし、自分の部局で費用の一部を負担しているデータベースについては申請の必要がありません。費

用を負担している部局及びデータベースは次のとおりです。

（平成１２年１２月１日現在）

MEDLINE ＝病院地区部局

CancerLIT ＝病院地区部局

EBMR ＝病院地区部局

ERIC ＝教育学部、大学院人間環境学（府）研究院の一部講座

PsycINFO（PsycLIT から変更）＝教育学部、大学院人間環境学（府）研究院の一部講座

�「附属図書館データベース利用申請書」を情報サービス課参考調査掛に提出してください。利用申請は
校費を利用できる本学教職員に限られます。

�「利用申請書」は参考調査掛、各部局図書室等に用意していますが、九州大学附属図書館ホームページ
の「附属図書館データベースの利用について」から出力した利用申請書をコピーした用紙(A４版）で

も受け付けます。いずれも経理担当者の確認印が必要です。

�利用期間は１年間（４月１日～翌年３月３１日）で、年度末に次年度の継続利用の確認をいたします。
☆ファックス、電子メールでの申請は受け付けませんのでご注意ください。

３．利用者負担の方法

�利用者負担金は「校費振替」とし、１０月もしくは２月に移算を行います。
�データベース利用者負担料金（利用期間は申し込み年度の３月３１日まで）
・Current Contents. All Editions． － ２０，０００円／年

・MEDLINE － ５，０００円／年（病院地区の利用者は無料です）

・CancerLIT － １０，０００円／年（病院地区の利用者は無料です）

・EBMR － １０，０００円／年（病院地区の利用者は無料です）

・ERIC － ５，０００円／年（教育学部、大学院人間環境学（府）研究院の一部講座の利用者は無料です）
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・PsycINFO（PsycLIT から変更） － １０，０００円／年（教育学部、大学院人間環境学（府）研究院の

一部講座の利用者は無料です。１サイト契約のため箱崎地区部局教職員のみ申請・利用できます）

４．利用できるデータベースの概略

（１）「Current Contents. All Editions」

・世界の主要な雑誌の最新目次情報を抄録付きで見れます。（毎週更新）

収録分野（セクション名）

�Agriculture, Biology & Environmental Sciences �Arts & Humanities
�Clinical Medicine �Engineering, Computing & Technology �Life Sciences
�Physical, Chemical & Earth Sciences �Social & Behavioral Sciences

（２）「MEDLINE」

・医学生物学分野（抄録を含む）、収録範囲は１９６６年～最新（毎月更新）

（３）「CancerLIT」

・腫瘍学、病理学、生物学、細菌学、免疫学などを対象分野とするガン関連の文献情報（抄録を含

む）、収録範囲は１９７５年～最新（毎月更新）

（４）「EBMR」

・Best Evidence と Cochrane Database of Systematic Reviews からなっており、膨大な臨床症例文献の

評価を行い、臨床上の意志決定に必要なシステマティック・レビューを提供するもの（抄録を含

む）、収録範囲は１９９１年～最新（年４回更新）

（５）「ERIC」

・教育学分野（抄録を含む）、収録範囲は１９６５年～最新（毎月更新）

（６）「PsycINFO」──PsycLIT からの変更、１サイト契約のため箱崎地区部局の教職員のみ利用申請で

きます。

・心理学分野（抄録を含む）、収録範囲は１８８７年～最新（毎月更新）

※利用上のお願い

各データベース毎に同時アクセス数が異なっていますので、制限数以上にアクセスがある場合は、目的の

データベースに接続できないことがあります。その場合はしばらく時間をおいて再度アクセスしてください。

なお、質問、問い合わせは参考調査掛までお願いいたします。

【申請書提出及び連絡先：附属図書館情報サービス課参考調査掛 電話 ２３３６、８２５６】

展 示 名：開館２５周年記念「蒙古襲来絵詞展」

場 所：熊本県立美術館

期 日：平成１３年３月３日�～４月８日	
出展資料：蒙古襲来絵詞 ２巻

肥前守護北条定宗書下 １通
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（平成１２年９月～平成１２年１１月）

● 人 事 異 動 ●

（中央図書館）

１０．１ 安永振一郎 情報サービス課情報サービス第一掛長（相互利用掛長から）

〃 山� 弘人 情報サービス課相互利用掛長（教育学部等図書掛長から）

〃 小林かおる 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 重藤 裕子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 篠田 葉子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 瀬古 浩子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 田代 梨絵 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 田野 信子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 友納 陽子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 福冨 優子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 村野 良枝 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 森 恵 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 山本 葉子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

１１．１ 小松左智子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 佐々木栄子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 末岡 友絵 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 鈴木 孝義 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

〃 吉本 真子 情報システム課データベース掛（事務補佐員）採用

（教育学部等）

１０．１ 青柳 良輔 図書掛長（六本松分館閲覧掛長から）

（法学部）

１０．１ 児玉 浩憲 図書掛（六本松分館閲覧掛から）

（六本松分館）

１０．１ 渡辺龍之助 目録掛長（中央図書館情報サービス課情報サービス第一掛長から）

〃 松田 尚代 閲覧掛長（六本松分館目録掛長から）

〃 宮地 健士 閲覧掛（採用）
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９．１ 消火設備点検・避難訓練（中央図書館）

１ NACSIS－IR地域利用説明会（国立情報学研究所主催）（中央図書館）

４ 図書館情報大学実習生受入（１日～２５日まで）２名（中央図書館）

５ 韓国教員大学校研修団来館２２名（中央図書館）

１１ 図書館英文広報WG（中央図書館）

２０ 福岡市立福翔高等学校生徒図書館見学４２名（中央図書館）

２１ JSTORセミナー「人文・社会系における電子的アーカイブの活用と海外の現状」（中央図書館）

１０．３ 全学図書系掛長会議（中央図書館）

４ 学生用図書選定委員会（中央図書館）

５ 電子ジャーナル・タスクフォース会議（東京大学附属図書館）

１１ 目録システム入力業務担当者説明会（東京都学術総合センター）

１９ 第３３回国立七大学事務部課長会議（福岡ガーデンパレス）

２０ 第７４次国立七大学附属図書館協議会（福岡ガーデンパレス）

２０ 福岡県・佐賀県大学図書館協議会第１回福岡地区研究会（福岡国際大学・福岡女子短期大学図書館）

２３ 附属図書館データベース購入検討専門委員会（中央図書館）

３０ 福岡県・佐賀県国立大学附属図書館人事担当事務（課）長会議（中央図書館）

１１．１ 新キャンパス（元岡地区）見学会（中央図書館）

２ 第３回図書館情報編集委員会（中央図書館）

６ 情報関連施設懇談会（中央図書館）

６ 大学図書館職員講習会（～９日）（京都大学）

１０ 台湾大学図書館長 呉明徳来館・研究会（中央図書館）

１３ 情報関連施設懇談会（中央図書館）

１３ 第３回情報ネットワーク担当職員研修【ネットワーク管理�】（～１１月１６日）（国立情報学研究所）

１６ 九州地区国立大学図書館協議会実務者連絡会（琉球大学）

１７ 新 CAT/ILL システム説明会（国立情報学研究所主催）（中央図書館）

２０ 受益部局負担制度検討委員会（中央図書館）

２４ 自己点検・評価（第三者評価）委員会（中央図書館）

２８ 国立大学図書館協議会著作権特別委員会（京都大学会館）

２８ 国立大学図書館協議会常務理事会（京都大学会館）

２９ 国立大学図書館協議会図書館電子化システム特別委員会（京都大学会館）

２９ 国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会（京都大学会館）

２９ 国立大学図書館協議会理事会（京都大学会館）

３０ 九州地区国立大学図書館人事担当事務（課）長会議（中央図書館）

３０ 九州地区国立大学図書館電子化推進連絡会議（中央図書館）

３０ 九州地区国立大学附属図書館長懇談会（中央図書館）

● 図 書 館 日 誌 ●
（平成１２年９月～平成１２年１１月）
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この本は「理工系の基礎数学 全１０巻」の中の１

つとして書かれたものである。理工学に現れる線形

偏微分方程式の性質とそれらを解くための様々な手

法を解説している。とくに後半では超関数の簡単な

解説を試み、それを積極的に利用した。本書の特色

の１つと言えると思う。読みやすく、分かり易くと

いうことを第一に心掛け、数学的な厳密さにはこだ

わらなかった。微積分の基礎的知識があれば、誰に

でも読めるように書いたつもりである。実際に読ん

で頂いた方々にはかなり好評のようだ。かなりの時

間を費やして書いたものなので、是非とも多くの学

生たちに読んでほしいと思っている。また、それだ

けの価値があると自負している。

小学校から統計に関する教育は実施され、巷間に

統計の本も氾濫しているにもかかわらず、大学生で

すら統計学は敬遠したい科目のひとつというような

ことを耳にする。そこで、学生、研究者はもとより、

現場技術者あるいは関心を持つ人々にも納得できて

役に立つ本を作ろうと企画したのが本書である。本

書の特色は、一学期３０時間の講義用テキストとして

一通りの統計的方法に関する知識と実践力、応用力

を得られるようにしたこと、情報処理についての概

念と情報化社会における統計処理の方向を示したこ

と、農業における品質管理に言及し生産から流通・

消費における技術指導者の参考書としても役立つよ

うに配慮したこと、一般の人々でも「なるほど、そ

うか」と分かるように具体的かつ幅広い内容で説明

したことである。飛躍を少なくするために必要な数

式はあえて省略していないが、じっくり読めば必ず

理解できるように記述した。厖大な情報が飛び交う

IT２１世紀、直感的に理解できるようにものごとをま

とめる技に本書が幾ばくかでも役立てると幸いであ

る。

本稿は、著者が平成十年十二月より一年にわたり

文部省在外研究員として米国National Renewable

Energy Laboratory へ滞在した折、忘備のため徒然の

よしなしごとを書き貯めたものである。旅行記とも

記録ともつかぬ、いわば雑記帳である。ほぼ毎週、

恩師、同僚、仲間や学生へ迷惑を顧みず電子メール

で配信していた。

日本人にとって海外とは一体どんな意味を有する

のか…平俗ながら実に感得し難き設問である。一年

にわたるアメリカ留学中にものした雑記は、生活事

情にはじまり、時事問題、文化論へと逍遙し、全巻

で渾身のエッセイを構成している。著者がアメリカ

を通じて西欧世界を眺めていた視野の先には、常に

対蹠的像容としての母国日本があった。

及川正行（応用力学研究所教授）

『偏微分方程式』
［筑紫中央図書室 ４１３．６３／O３２］

秋元浩一（大学院農学研究院教授）

『農学・生物学の統計分析大要』
［中央図書館 ６１０．１９／A３５］

谷本潤（大学院総合理工学研究院助教授）

『滞米瞰日録：若き建築環境工
学者の視たアメリカと日本』

［中央図書館 ５０４．９／Ta ８８］
［筑紫中央図書室 ２９５．０９／Ta ８８］
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ここに言う「倭」とは日本人、日本国の蔑称。倭
寇と同じく、背が低い日本人の困った行為を指す。
清末のこの小説に描かれた主舞台は山口県下関市春
帆楼、日清講和談判の場である。主役は李鴻章と伊
藤博文、都合五回の会談を持つが、途中李鴻章を狙っ
たテロ事件が勃発して、世界の耳目を集める。
「説倭傳」は百年前の歴史事件に取材した愛国時

事小説であるが、後に「中東大戦演義」と改名して
刊行されたものの、今日早や原小説は失われつつあ
り、中国でも会談の三年後に成ったこの小説の報告
を聞かない。
編者は中国で偶然にこの小説を見かけて購入し、

また内閣文庫所蔵の「中日議和紀略」がその原資料
であることを突きとめて、併せて影印出版した。
千余年も続いた日本人の中国人への尊崇が突如軽

侮に変わったのは、日清戦争から日中戦争にかけて
である。とすると、百年前の郷土下関を主舞台とす
るこの小説は、次の百年の強固な日中友好の為にも
見直される価値がある。

日本と米国の経済問題に関する著作は、すでに数
多く知られている。しかしながら、両国の経済団体
に関する比較分析はこれまで事実上皆無に等しい。
本書では、日本と米国の代表的な経済団体を具体的
に取り上げ、その発生と変遷とを社会学的、組織論
的観点から論じている。日本に関しては、第二次大
戦前の日本工業倶楽部、日本経済連盟会、そして第
二次大戦後の経済団体連合会（経団連）を分析対象

としている。米国に関しては、１８９５年に設立され今
日も存続している全米製造業者連盟（National Asso-
ciation of Manufacturers, NAM)を対象としている。
分析の焦点は、「企業による集団行動」と「経済
団体における権威構造」の２点であり、計量分析、
質的分析の両面から実証的研究を行っている。前者
については、経済団体の会員企業数を従属変数とし、
時系列多重回帰分析を中心として社会的マクロ要因
の持つ影響度を分析している。後者については主に
質的分析により、経済団体が会員企業に対して権威
関係を維持することが可能か否かを論じている。

本書は、新たな資料をもとに白居易の生涯をさら
に深く考究し、白居易の〈官僚〉としての側面と文
学創作との関わりをより綿密に考証する。「諷諭詩」
とは白居易が中央官僚であった際に創作した社会風
刺の言辞を含む詩歌群である。ここには唐代の詩人
に共通して見られる政治と文学の関わりの一典型が
展開されている。さらに本書は「諷諭詩」とは対極
の関係にある「閑適詩」「感傷詩」「雑律詩」という
白居易独自の詩歌分類の原因にも説き及ぶ。白居易
の詩歌が何故、わが国の平安以後の文学に絶大な影
響を及ぼしたかを考える上でも意義深い一書である。
平成１１年度日本学術振興会科研費出版助成図書。

タイトルは主人公の名前。ジーベンケースはライ
プゲーバーと瓜二つで名前を交換しているが、それ
が基で遺産を継承できない。そこで仮死という手段
を思いつき死んだ振りをして妻と別れ、ライプゲー
バーに約束されていた職に就き、新たな結婚に至る。
形式、内容共に近代の成立を告げる書（１７９６～９７年）。

竹村則行（大学院人文科学研究院教授）

『説倭傳』
［中央図書館 ９２０．２６／Ta ６３］［六本松分館 ９２０．２６／Ta ６３］
［文学部図書室 学部長室／Ta６３］［文学部図書室 中文／３７B／２５６］

鈴木譲（大学院人間環境学研究院教授）

『Business Associations in Japan and the United
States : Collective Action and Authority Structure』

［中央図書館 ３３５．３／Su９４／C］
［文学部図書室 社会／１３／７６７］

静永健（大学院人文科学研究院助教授）

『白居易「諷諭詩」の研究』
［中央図書館 ９２１．４３／Sh９４］

恒吉法海（大学院言語文化研究院教授）

『ジーベンケース』
［六本松分館 ９４３．６／J３１］
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〔中央図書館〕
伊藤利男（文学部名誉教授）
「孤児たちの父フランケ：愛の福祉と教育の原
点」
伊藤利男著
鳥影社 ２０００
［中央図書館 ３６９．４４／I８９］

竹村則行（大学院人文科学研究院教授）
「説倭傳」
竹村則行編
花書院 ２０００
［中央図書館 ９２０．２６／Ta ６３］
［六本松分館 ９２０．２６／Ta ６３／５８１１２０００００８５３］
［文学部図書室 学部長室／Ta ６３］
［文学部図書室 中文／３７B／２５６］

静永 健（大学院人文科学研究院助教授）
「白居易「諷諭詩」の研究」
静永健著
勉誠出版 ２０００
［中央図書館 ９２１．４３／Sh ９４］

鈴木 譲（大学院人間環境学研究院教授）
「Business associations in Japan and the United
States : collective action and authority structure」
Yuzuru Suzuki
Fukuoka : Kyushu University Press，１９９９．
［中央図書館 ３３５．３／Su９４／C］
［文学部図書室 社会／１３／７６７］

伊奈川秀和（大学院法学研究院助教授）
「フランスに学ぶ社会保障改革」
伊奈川秀和著
中央法規出版 ２０００
［中央図書館 ３６４．０２３５／I５２］

秋元浩一（大学院農学研究院教授）
「農学・生物学の統計分析大要」
秋元浩一著
養賢堂 １９９８
［中央図書館 ６１０．１９／A３５］

伊藤肇躬（大学院農学研究院教授）
「食肉科学の道：その過去から未来へ」
伊藤肇躬、鈴木敦士編
福岡：伊藤肇躬、鈴木敦士 ２０００
［中央図書館 ６４８．２／I８９／A ]

谷本 潤（大学院総合理工学研究院助教授）
「滞米瞰日録：若き建築環境工学者の視たアメ
リカと日本」
谷本 潤著
彩図社 ２０００
［中央図書館 ５０４．９／Ta ８８］
［筑紫中央図書室 ２９５．０９／Ta ８８］

〔六本松分館〕
恒吉法海（大学院言語文化研究院教授）
「ジーベンケース」
ジャン・パウル著；恒吉法海、嶋崎順子訳
九州大学出版会 ２０００
［六本松分館 ９４３．６／J３１／５８１１２０００００８５６］

〔筑紫中央図書室〕
及川正行（応用力学研究所）
「偏微分方程式」
及川正行著
岩波書店 １９９７
［筑紫中央図書室 ４１３．６３／O３２］

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
蔵書の充実を図るため、図書館では著作物刊行の節は

一部ご寄贈くださるようお願いしております。今回は次

の教官からご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げま

す。
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安部 弘（大学院総合理工学研究院教授）
「先端無機材料科学」
柳田博明、永井正幸編著；安部 弘［ほか］著
昭晃堂 ２０００
［筑紫中央図書室 ５０１．４８／Y５３］

中島英治（大学院総合理工学研究院助教授）
「高温強度の材料科学：クリープ理論と実用材
料への適用」
丸山公一編著；中島英治著
内田老鶴圃 １９９７
［筑紫中央図書室 ５０１．４／Ma５９］

松尾一泰（大学院総合理工学研究院助教授）
「圧縮性流体力学：内部流れの理論と解析」
松尾一泰著
理工学社 １９９８
［筑紫中央図書室 ４２３．８／Ma８５］

松尾一泰（大学院総合理工学研究院助教授）
「やさしい流体の力学：完全流体と圧縮性流体」
松尾一泰、国清行夫、長尾健共著
森北出版 １９９２
［筑紫中央図書室 ４２３．８／Ma８５］

松尾一泰（大学院総合理工学研究院助教授）
「圧縮性流体の力学（機械工学基礎講座）」
生井武文、松尾一泰共著
理工学社 １９９９
［筑紫中央図書室 ４２３．８／I３８］

図書館ホームページから九州大学が所蔵する図書、雑誌の検索が可能です。また、学内利用

で提供している各種データベース検索も、図書館設置の検索端末（パソコン）から来館利用で

きます。ホームページのアドレスは次のとおりです。

URL : http : //www.lib.kyushu-u.ac.jp/index-j.html

�九州大学所蔵の図書・雑誌検索(OPAC) 学外から利用できます。

�日本国内の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌検索(Webcat)－－学外から利用できます。
�OVID データベース検索 学内利用（利用申請が必要です）

・Current Contents. All Editions．（全分野の目次速報）

・MEDLINE（医学生物学文献）

・ERIC（教育学文献）

・PsycINFO（心理学文献）

・EBMR(Evidence-Based Medicine Reviews．科学的根拠に基づく医療データベース）

・CancerLIT（ガン関連文献）

�NSCDNet データベース検索 学内利用

・CA CI１２th－１３th（１９８７－１９９６）on CD（化学文献）

・医学中央雑誌（国内医学文献）

・雑誌記事索引（国会図書館作成の国内文献）

・Journal Citation Reports１９９８：Science edition(Impact Factor data)

�Web of Science : SCI Expanded（自然科学系引用文献索引） 学内利用

九州大学附属図書館報「図書館情報」 Vol. 36, No. 3（通巻197号）

編集発行 九州大学附属図書館 2000年 12月31日

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6丁目10番 1 号 電話（092）642-2336（ダイヤルイン）
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